解析学特論Bの補充問題　（2007年11月27日作）（2013年1月19日改）
問題（内接円の接点とチェバの定理）

三角形ＡＢＣの内接円の、辺ＢＣ，ＣＡ，ＡＢとの接点を、それぞれＬ，Ｍ，Ｎとする。

ＡＬ，ＢＭ，ＣＮは１点で交わる事を示せ。（要注意：一般に、この点は内心ではない。）

問題（複比）

複比（Ａ，Ｂ；Ｃ，Ｄ）＝ｋとおく。

①　（Ｂ，Ａ；Ｃ，Ｄ）＝１/ｋ　となる事を示せ。

②　（Ａ，Ｃ；Ｂ，Ｄ）＝１－ｋ　となる事を示せ。

②のＨｉｎｔ：

ℓ＝ＡＣ、ｍ＝ＢＣ、ｎ＝ＢＤ　とおくと、

ＡＤ＝ℓ＋ｎ－ｍ、ＡＢ＝ℓ－ｍ、ＣＢ＝－ｍ、ＣＤ＝ｎ－ｍ　である。

条件式（Ａ，Ｂ；Ｃ，Ｄ）＝(AC／BC)・(BD／AD)＝(ℓ／ｍ)・(n／(ℓ＋ｎ－ｍ)) ＝ ｋより、n についての一次方程式を解いて、ｎ を ｋ，ℓ, ｍ の式で表す。そして、

（Ａ，Ｃ；Ｂ，Ｄ）＝(AB／CB)・(CD／AD)=(( ℓ－ｍ)／(－ｍ))・((ｎ－ｍ)／(ℓ＋ｎ－ｍ))に代入する。
